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激しい

ボールの奪いあい

'93 4月

3月26日、徳江運動公園には、長崎国見高校

と福島工業高校とのサ、カーの試合を見ようと

いう4.０００人のサ･・カーファンが押しかけま

した。

ゴ ールをめ ざす激しいフ･レーが展開さ れ、選

１ と共 に 一つのボ ー－､･レを追 う政客は、白熱した

試合と高校日本一一の長崎 国兇高校の選手のプレ

ーをたん能し ました。

試 合は 。長崎国 見高校が福島工業 高校の善戦

に苦 しみなから も２－ ０で勝利 しました、



平
成
五
年
度

ス
タ
ー
ト

・
豊
か
で
　
住
み
よ
い
　
活
力
あ
ふ
れ
る
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り

・
心
の
豊
か
さ
を
持
っ
た
　
人
問
尊
重
の
町
づ
く
り

三
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
日
程
で
、
平
成
五
年
第
二

回

国
見
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
冨
永
町

長
よ

り
新
年
度
に
あ
た
っ
て
の
所
信
表
明
と
提
出
議
案
の
説

明

が
あ
り
、
七
日
間
の
会
期
に
亘
り
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結

果
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町

政
は
こ
の
四
月
か
ら
新
年
度
に
入
り

”豊
か
で
住
み
よ

い
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
″
を
目
指
し
た
数
々

の
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
平
成
五
年
度
に

ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

提
案
理
由
の
要
旨

平

成
五
年
度
の
国

の
予
算

は
、

人
口
の
高
齢
化
や
国

際
社
会

に
お

け

る
我
が
国
の
責
任

の
増
大

な
ど
、

今

後
の
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に

財

政
か
弾
力
的
に
対
応
し
て

い
く

た
め
．
歳
出
の
見
直
し

と
合
理
化

な
ど
、
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的

な
配
分
を
基
本
方
針
に
編
成
さ
れ

て

い
ま
す
．

そ
の
結
果
、
一
般
会

計
予
算
規

模
は
七
二
兆
三
千
五
百
四
十
八
億

円
．
対
前
年
度
比
〇
・
二
％

の
微

増
と
な

っ
て

お
り
、
国
債
費
等
を

差
し
引

い
た
一
般
歳
出
は
三
十
九

兆
九
千
百
六
十
八
億
円
、
三
・
一

％
の
増
と
な
り
。
政
府
経
済
見
通

し
の
名
目
成
長
率
四
・
九
％

を
下

回
る
緊
縮
型
予
算
と
な
っ
て

い
ま

す
。ま

た

、
地
方
財
政
運
営
の
指
針

と
も

い
う

ぺ
き
地
方
財
政
計
画
で

も
。
国
と
同
一
基
跼
の
も
と
に
行

財
政
の
簡
素
効
率
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
地
域

づ
く

り
と
住
民
生
活
の
質

の
向
上

の
た
め
の
杜
会
資
本
の
整

備
、
福

祉
の
充
実
を
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業
費
の
確
保
と
、

公
共

投
資
の
充
実
に
よ
る
内
需
拡

大
を
図
る
観
点
を
踏
ま
え

、
そ

れ

に
基
づ

い
て
策
定
さ
れ
た
地
方
財

畋
計
画
の
歳
入
歳
出
規
橈
は
七
十

六
兆
四
千
百
五
十
二
億
円
で

、
前

年
度
に
比
較
し
て
二
・
八
％

の
増

と
な

っ
て
い
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
．
国

見
町
で
は
地
方
財
政
計
画
の
ほ
か

、

国
・
県
の
予
算
編
成
方
針
、
経
済

見
通
し
．
第
二
次
町
振
興
計
画
を

賭
ま
え
、
町
民
生
活
の
充
実
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
禎
極
的

に
各
種
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し

た
．

平
成
五
年

度
に
お
い
て
も
、
豊

か
で
住
み
よ

い
活
力
あ
る
町

づ
く

り
と
．
心
豊
か
な
人
間
尊
重
の
町

づ
く
り
を
目
指
し

、
長

期
的
視
野

に
立
ち

、
事
業

の
選
択

に
つ

い
て

は
重
点
選
別

主
義
に
よ
り
対
処
し
．

財
源
の
重
点

的
か
っ
効
率
的
配
分

に
努
め
、
予
算

の
編
成
を
行

い
ま

し
た
．

そ
の

結
果
、
予
算
の
規
峻

は
五
十
億
八
千

八
百
万
円
と
な
り
．

対
前
年
度
比
三

・
六
％
の
伸
び
と

な
っ
て

い
ま
す
．

歳
　
　
入

自
主
財
源

の
大
宗
を
占
め
る
町

税

に
つ

い
て

は
町
民
税
．
固
定
資

産
税
を
中
心
に
八
億
四
千
六
百
六

十
三
万
円

、
対
前
年
度
比
十
二
・

〇
％

の
伸
び
と
な

っ
て

い
ま
す
。

地
方
交
付
税

は
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
建
設
に
係

る
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
費

、
地
域
福
祉
基
金
、

新
規
事
業
と
し
て
上
野
台
運
動
建

般
事
業

は
、
第
二
次

ふ
る
さ
と
づ

く

り
事
楽
と
し
て
事
業
費
補
正
分

か
算
入

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

交
付
額

は
対
前
年
比
二
・
六
％

の

増
、
十

八
億
一
千
六
百
万
円
を
計

上
し
て

い
ま
す
。

国

庫
支
出
金
は
、
措
置
権
の
移

譲

に
伴
う
老
人
保
護
措
置
費
等
で

一
億
四
百
円
十
九
万
円
。
県
支
出

金
は
国
見
東
部
高
齢
者
等
活
性
化

セ
ン
タ
ー
、
農
林
道
整
備
事
業

補

助
金
等

】
億
八
千
百
二
十
八
万
円
。

町
債
は

、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
、

上

野
台

運
動
広
場
建
設
事
業
な
ど

で

九
億
四
千
六
百
九
十
万
円
を
計

上
し
て

い
ま
す
。

基
金
繰
り
入
れ
は
観
月
台
文
化

セ

ン
タ
ー
及
び
上
野
台
運
動
広
場

の
建
設
事
業
に

ふ
る
さ
と
振
興
基

金
か
ら
四
億
四
千
万
円
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
六
千
三
百
万
円

の
噪

り
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。

こ

の
結
果

、
町
税
等
一
般
財
源

は
二
十
九
億
三
千

七
百
四
十
七
万

円

と
な
り
、
歳
入
全
体
に
占

め
る

比
率

は
五
十

七
・

七
％
と
な

っ
て

い
ま

す
。

歳
　
　
出

歳
出
で

は
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
建
般
事
業
費
八
億
九
千
四
十

八
万
円

、
国

見
東
部
高
齢
者
等
活

性
化

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
六
千
七

百

七
十
一
万
円

、
新
規
事
業
で
上

野
台
運
動

広
場

建
設
事
業
四
億
七

千
百

四
十
万
円

、
大
枝
中
央
集
会

所

、
体
育

館
建
設
事
業
四
千
九
百

六
十
三
万
円

、
水
資
源
対
策
事
業

源
宗
山
配
水
池

建
設
に
一
億
六
千

五
百

二
十
六
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。町

道
、
農
林
道
盤
備
事
業
を
中

心
と
し

た
投
資
的
経
費
は
、
二
十

｝
億

八
千
百

十
二
万
円
を
計
上
。

そ
の
ほ
か

、
高
度
情
報
化
。
国
際

化

、
高
齢
化

の
進
行
な
ど
社
会
経

済

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
緒
施

策
推
進
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
所
要
の

経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。



平成５年度

重 点 施 策

活
力
あ
る
町
づ
く
り

第

一
は
『
活
力
あ
る
町
づ
く

り
』

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

国
見
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

と
地
理
的
条
件
を
活
か
し
た
第
三

次
町
振
興
計
面
を
策
定
し
。
二
十

一
世
紀
を
目
指
し
た
活
力
の
あ

る

町
を
創
造
し
て
参
り
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
工

業
団
地
の
整
理
と
優
良
企
業
の
誘

致
を
進
め
、
若
者
が
定

着
で
き

る

条
件
の
整
偏
と
人
口
の
定
住
化

、

町
民
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
す

。

商
工
業
で
は
、
既
存
企
業
の
育

成
を
図
り
、
工

場
設
置

奨
励
金
の

交
付
。
商
工
会

の
育

成
、
中
小
企

業
育
成
預
託
事

業
、
商
工
振
興
会

譏
等
に
要
す

る
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

農
林
業
で

は
。
農
村
総
合
整
備

計
画
実
施
計
画

の
策
定

、
県
営
圃

楊
整
備
事
業

調
査
設
計
を
は
じ

め
。

水
田
営
農
活

性
化
推

進
事
業

、
観

月
台
溜
池
の
農
業
水
利
施
設
高
度

利
用
事
業

、
中
山
原
樹
園
地
農
道

綱
の
整

備
、
石
母
田
地
区
農
道
整

備
、
大
枝
地
区
洪
水
防
除
施
設
整

備
事
業

等
、
生
産
某
盤
の
整
備
を

進
め
ま
す

。

ま
た
、
農
業
振
興
会
巌
、
農
業

後
継
者

の
育
成

に
つ

い
て
も
禎
極

的
に
対
応
し

ま
す

。

快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

第
二
に
「
快
適
で

住
み
よ

い
町

づ
く
り
」
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

生
活
幹
線
道

路
網
の
整
備
を
重

点
に
、
河
川

改
良
、
都
市
計
画
事

業
、
公
共
下

水
道
事
業
の
推
進
、

人
口
の
定
住
化

を
図
る

た
め
に
ふ

る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
住
宅
団
地
開

発
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

消
防
防
災

体
制
の
充
尖
強
化
、

交
通
安
全
対

策
。
ご
み
処
理
対
策

な
ど
、
町
民
生
活

に
直
結
す
る
事

業
を
推
進
し
ま
す

。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町

づ

く

り

第
三

に
「
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で

、
み
ん

な
か
健
康
で
安
心
し

て
暮

ら
せ

る
町
づ
く
り
’一

を
進
め

ま
す

。
継
康
づ
く

り
の
推
進
は
、
健
康

診
査

嚊
業
の
充
実
、
婦
人
の
健
康

づ
く
り
事
業

、
髄

康
フ
ェ
ア

、
町

民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
。

母
子
保
健
推
進
事
業
の
充
実
。
在

宅
訪
問
看
護
診
察
事
業
と
機
能
訓

練
事
業

。
高
齢
者
生
き
が

い
健
康

づ
く

り
推
進
事
業
を
進
め
ま
す
。

福

阯
対
策
と
し
て
は
。
高
齢
者

福

祉
推
進
十
か
年
戦
略
を
踏
ま
え
、

目
Ｆ
、
策
定
中
の
町
老
人
保
健
福

祉
計
画
に
添

い
、
在
宅
老
人
短
期

保
護
事
業
を
は
じ
め
、
高
齢
者
福

祉
、
身
障
者
福
祉
、
児
童
福

祉
の

諸
施
策
を
禎
極
的
に
進
め
る
と

と

も
に
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

実
施
に
向
け
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
国
見
町
社
会
福

祉
協

謎
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
季
節
保
育
所
、
家
庭
奉
仕
員

派
遣
事
業
、
寝

た
き
り
老
人
入
浴

事
業

を
進

め
ま
す
。

長
寿
社
会

に
備
え

、
ふ
れ
あ

い

福
祉
基
金

の
禎
み

増
し
を
し
、
総

合
的
な
福
祉
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

将
来
の
国
見
町
を

担
う
人
材
育
成

第
四
は

『
将
来
の
国
見
町
を
担

う

人
材
育
成
』
の
推
進
に
努
め
ま

す

。急
速
に
進
展
す

る
国
際
社
会
と

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は
、
二
十

一

世
紀
に
活
躍
の
中
心
と
な
る
現

在
の
青
少
年
の
力
に
負
う
も
の
か

大
き
く
、
そ
の
担

い
手
と
し

て
岡

際
的
視
野
に
立
ち
、
自
ら
考
え
。

創
造
し
、
行
動
す
る
若
者
を
育

成

し
、
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
学

校
教
育
に
つ
い
て
は
、
施
般
の
整

伽
と
敦
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。生

涯
教
育
に
つ
い
て
は
。
建
般

中
の
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
は
本

年
度
完
成
に
向
け
、
重
点
的
に
取

り
組
み
、
町
民

の
生
涯
教
育
。
文

化
活

動
、
福

祉
の
拠
点
と
し
て
有

効
な
活
用

を
図
り

ま
す
。
ま

た
、

公
民
館
活
動
の
充
実

を
図
り
、
青

少
年
か
ら
婦
人
、
高
齢
者
ま
で
自

ら
学
び
。
自
ら
行
う
精
神
の
育
成

を
ね
ら
い
、
そ
の
推

進
を
図
り
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
の
振

興
は
健
康

づ
く

り
、
人
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
で

あ
り
、
上

野
台
運
動
広
場
建

設
は

国
の
第
二
次
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業
で
平
成
五
年
か
ら
三
か
年
継
続

。

大
枝
中
央
集
会
所
、
体
育

館
は
二

か
年
の
継
続
事
業
と
し
て
進

め
ま

す
。・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

、
ス

ポ
ー
ツ
少

年
団
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

文
化
振
興
に
つ
い
て

は
、
文
化

財
の
保
存
、
文
化
振

興
基

金
の
充

実
、
文
化
団
体
活

動
の
助
成
を
し

ま
す
。

中
学
生
の
英
語
指
導
と
国

際
交

流
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、
町

単
独
で
外
国
青
年
招

致
事
業
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

町
民
総
参
加
の
町
づ
く
り

第
五
は
「
町

民
総
参
加
の
町

づ

ぐ
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

町
民
の
か
た
か

た
の
ご
意
見
を

町
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
広
報
広

聴
活
動
の
充
実
を
図
り
、
地
区
別

に
町
政
懇
談
会

を
開
催
し

、
広
く

皆
さ
ん
の
声
を
お
聴

き
し
、
町

政

に
反
映
し
て
参
り
ま

す
。

行
財
政
体
制
を
充
実

第
六
は
「
行
財
政
体
制
の
充
実
」

を
図
り
ま
す
。

行
政
組
織
機
構
の
見
直
し

を
行

い
、
事
務
事
業

の
効
率
的
な
執
行

と
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
財
政
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
長
期
的
展
望
に
立
ち

、
計
画

性
に
基
づ
く
安
定
し

た
財

政
の
確

立
に
努
め
ま
す

。



平成５年度予算 歳　　入

五
十
億
八
千
八
百
万
円

町税 の 内訳
予算 は 、住 みよい 町づ くり を進 める

うえ で とて も大切 なもの です。

町 民の皆 さ んが納 め る税金は い くら

か、 その 税金は どの よう に使 われ てい

るの か、 そのあ ら まし をグラフ で 見て

み まし ょう。町 民の皆 さ んの家 計に 密

接 なっ なか り をもつ12. ( 質 刈人町 民の 家

計 簿で す。

平 成 ５年 度の 一般会 計予 算は 、50 億8

 , 万円 、特別 会 計予 算は19 億7,696

万 円に な ってい ます。こ の うち一 般 会

計分に つい て平成 ４年 度 と比 較 して み

ま す と、１億7 , 8 万 円(3.6 ％) の 伸 び

とな ってい ます。

町 た ば こ 税

4 , 461円 �

町　　民　　 税

30,853円 �

固 定 資 産 税

34,2５9円 �

歳

入

����１人当たりでは

����　入ってくるお金や使わ

れるお金を．町民一一人当

たりで割 ってみるとどう

なるでしょう。　　(

一般会計の場合)

※人口は、平成５年１月

１日現在ｰ ll , 9 人

町　　　　　債

79 , 4円 �

地 方 交 付 税

152 , 170円 �

軽 自 動 車 税

1 , 1 円



グラフで見る歳　　出

五
十
億
八
千
八
百
万
円

移推の算予初当計会般一
計会別特

衛　　生　　費

59 , 946円

土　　 木　　 費

36,934 円

教　　育　　費

75 , 220円

総　　 務　　 費

1  , 1 円

歳

出消　　防　　費

14 , 059円

民　　生　　費

31 , 7 円

公　　債　　賢

33 , 810円

農 林水産業費

34,692円



平
成
五
年
度

国
見
町
の
重
点
事
業

本
号
よ
り
、
平
成
五
年
度
に
お

け
る
重
点
事
業
に
つ
い
て
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
第
一
回
目
は
、
国
見
町
の

最
重
点
事
業
と
し
て
進
め
て
お
り

ま
す
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
建
股

事
巣
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
は
　

国
の
財
政
支
援
事
楽
！

ふ

る
さ
と

創
生
（

地
域

づ
く
り

推
進
事
巣
）

観
月

台
文
化

セ
ン
タ
ー
は
平
成

三
年
八
月

着
工
し
、
平
成
六
年
四

月
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
建
設
を
進

め
て

い
ま
す
．

こ
の
事
業
は
昭
和
六
十
三
年
、

平
成
元
年
に
わ

た
り
全
国
一
律
に

ふ
る
さ
と
創
生
資
金
と
し
て
一
億

円
か
交
付
さ
れ
ま
し
た
か
．
本
町

で
は
町
民
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や

『
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
懇
談

会
』
三
十
人
の
委
員
で
の
審
雄
を

経
て

『
福
祉
と
文
化
施

設
の
建
般
』

が
決
定
さ
れ
．
平
成
二
年
に
国

（
自
治
省
）
の

『
地
域
づ
く

り
推

進
事
業
』
の
指
定
を
受
け
、
国
の

財
政
支
援
を
得
て
行
ｉ
事
業

と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
（
地
城

づ
く
り
推
進
事
業
）
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
建
設
費
と
そ
の
財
源

（
別
表
―
）

一

国
の
財
政
支
援

倒
地
方
債
（
借
入
金
）
の
元
利
償

還
金
の
五
十
五
％
を
国
が
援
助

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
の

た
め
に
借
入
れ
る
地
方
債
二
十
億

九
千
九
百
四
十
万
円
は
今
後
十
年

間
で
返
済
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
か
。
毎
年
返
済
し
て
い
く
元

金
と
利
子
に
つ
い
て
そ
の
五
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
国
か
支
援
し
て
く

れ
る
も
の
で
す
。

（
別
表
２
）

圓
維
持
管
理
費
。
運
営
費
も
国
が

援
助

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で
建
設
し

た
施
般
の
維
持
管
理
運
営
費
に
つ

い
て
も
市
町
村
の
財
政
負
担
を
怪

く
す
る
と
と
も
に
施
設
づ
く
り
を

ソ
フ
ト
面
で
も
支
援
す
る
た
め
地

方
債
（
借
入
金
）
の
額
の

Ｉ
パ
ー

セ
ン
ト
相
当
額
か
毎
午
、
国
か
ら

交
付

さ
れ

る
こ
と

に
な

り
て
い
ま

す
。本

町
の
場
合
、
二
十
億
九
千
九

百
四
十
万
円
の

Ｉ
パ
ー
セ
ン
ト
、

蜴

劃
‥
Ｊ
｀
利

刈
岡
网

が
毎
年
交
付

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

○
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
は
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
世
紀

の
大
事
業
で
あ
り
国
の
ふ
る
さ
と

創
生

「
地
城
づ
く
り
推
進
事
業
」

（
地
方
か
自
ら
考
え
白
ら
行
う
事

業
で
国
が
財
政
支
援
を
す
る
）

が
、

な
け
れ
ば
、
と
う
て

い
町
単
独
で

は
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
楽
と
い
う
新
し

い
国
の
制
度
か
で
き
、
町
民
の
総
意

に
基

づ
い
て
建

設
し
て

い
る
こ
の

施
設
は
国
見

町
の
新
し

い
機
能
を

備
え
た
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

ま
た
文
化

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
す
。

二

階
、
三
階
を
利
用
し

た
鳥
齢

者

の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
は
匕
め
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
今
後
そ
の

機
能

、
役
割
か
十
分
果
た
せ
る
よ

う
な
管
理
。

運
営
面
（
ソ
フ
ト
）

の
検
討
を
図

っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て

お
り
ま
す
。（

企
画
商
工
課
）

次
号
は
、
本
年
度
よ
り
着
手
予

定
の
上
野
台
運
動
広
場
建
設
事
業

（
教
育
委
員
会
所
管
）
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

(別表１)

●建設費とその財源

30 億 4.353万円

(建設費)

本 体 建 設 工 事 費25 億3.3  引万円

広 場 等 外 構 工 事 費　 １億1,000 万円

用　　　 地　　　 費　2  億 1 ､ 20 万円

備　　　 品　　　 費　　　8.275 万円

調査．設 計監理事務費　 １億　508 万円

(財　 源)

地　 方　 憤（借　 人　 金2  例 き 9.940万円

地方交付税（国 からの交付金）　 ５億3.08 万円

（ イ）ふるさと創 生資金　　 （1 億円）

（昭和63年，平 成元年）

（口）地域づ くり推進費　　(  4 億 3. 万円）

（平 成２年～ ５年）

基 金禎立金（土地開発基金等）　?  億 2.58 万円

純一般 財源（税等）　　　　　　1  億 8.9131万円

に の事業 を行 うための実質町 の負担額）

(別表2)

地 方 債（借入金20  億 9.940万円

10年間の利子（約）　 ９億　100 万円
3０億40万円

内国の支援　16  5 , 08万円

内町の負担　13 億5.040 万円

※借入金利 を年 ７％と想定（現在の利率は4.71‘％）

建設工事が終 わって町が毎年実質的に返 済するお金は

10年間

13 億 5.  0万円

１億3.5 万円（１年間の返済額）

となります。



春
の
行
政
相
談
週
間
・
五
月
十
六
～
二
十
二
日

公
正
・
中
立
な
立
場
で
苦
情
や
要
望
を
速
や
か
に
解
決

毎
日

の
暮

ら
し
の

中
で

、
国
の

行

政

機
関

や
公
団

の
仕

事

に
対
し
て

。

「

関
係
機

関
の

処
理

が
‘間

違
っ
て

い

る
」「
苦

愉
を
申

し
出

た
が

、
そ
の
措

置

に
納

得
で
き

な

い
」
と

い
っ
た

、

苦

愉
、

あ
る

い
は
意
見

や
要

望
を

お

も

ち
で

は
あ
り

ま
せ

ん
か
。

わ
た

し
た
ち

の
暮

ら
し
は

、
国

の

行

政
機

関
や
Ｊ
Ｒ

、
Ｎ
Ｔ

Ｔ

、
口
本

た

ば
こ
、

公
庫

・
公
団

な
ど

の
特

殊

法
人

の
仕

事
と
深

く

か
か

わ
っ
て

い

ま

す
。

道
路
や

年
金
、

住
宅

、
交
通

安

全
、
環

境
衛

生
－

こ
う

し
た
行

政

に
対
す

る
苦

情
や
意

見
な

ど
が

あ

る
方
は

、

ぜ
ひ

総

務
庁
で

行

っ
て

い

る
「
行

政
相
談

」
を

ご
利
用

く
だ
さ
い
。

行
政
運
営
の
改
善
に

国
民
の
声
を
役
立
て
る

行
政
相
談
は
、
行
政
が
住
民
の
苦

情
や
意
兄
を
聴
き
、
住
民
と
関
係
す

る
役
所
な
ど
の
問
に
立
っ
て
、
公
平
・

中
立
な
立
場
か
ら
そ
の
解
決
を
Ｍ
る

も
の
で
。
国
民
の
声
を
行
政
連
営
の

改
作
に
つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
畄
’で

、
し
か

も
苦
情
は
迅
速
に
処
理
さ
れ
、
解
決

が
図
ら
れ
ま
す
。
行
政
相
談
に
は
、

次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

①
倒
の
行
政
機
関
、
特
殊
法
人
、
国

の
補
助
や
灸
任
を
受
口
て
い
る
都
道

府
県
・
市
町
村
の
仕
事
な
ど
、
国
の

行
政
全
般
に
わ
た
る
苦
情
を
受
け
付

け
ま
す
。

②
管
区
行
政
監
家
局
・

‘事
務
所
。
行

政
相
破
委
員
に
よ
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で

。
ど
の
地
敏
の
問
題
で
も
、

全
国
ど
こ
の
窓
口
に
申
し
出
て
も
、

速
や
か
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

③
相
談
者
と
行
政
機
関
の
間
に
立
っ

て
、
第
三
者
的
な
立
場
か
ら
公
平
で

中
立
な
改
普
が
図
ら
れ
ま
す
。

④
個
々
の
苦
情
を
解
決
し
な
が
ら
、

行
政
制
度
を
改
普
し
、
苦
情
の
再
発

防
止
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
る

相
談
の
窓
口
と
な
る
の
は
、
各
都

道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
管
区
行
政
監

察
局
・
事
務
所
の
窓
口
や
行
政
相
談

蚕
員
な
ど
。
市
町
村
ご
と
に
配
置
さ

れ
て
い
る
行
政
相
談
委
貝
は
、
役
鳩

や
公
民
館
な
ど
で
も
定
期
的
に
相
談

所
を
開
き
、
相
破
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
直
接
出
向
か
な
く
て

も
、
電
話
や
手
紙
で
″Ｓ
相
談
で
き
ま

す
。
相
談
は
す
べ
て
無
科
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

五
月
十
六
～
二
十
二
日
は
「
春
の

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
こ
の
期
間

中
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を

聴
き
、
行
政
に
役
立
て
る
た
め
、
全

国
各
地
で
相
談
所
の
開
設
や
各
種
の

行
事
が
集
中
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
声
が
、
住
み
や
す
い
地
城
社
会

を
つ
く
る
の
で
す
。

さわや か行政サービス推進月間

行政を総点検

７つのポイント

国の行政機関や特殊法人では、皆さんの声

を聴さながら、行政サービスの総点検を行い、

改善を進めていく「さわやか行政サービス運

動」を全国で実施しています。

この運動では、次の７つのポイントに沿っ

て総点検が行われます。

①分かりやすい（道路や窓口の案内標識の整

孀など）

②便利（バスなどの輸送機関相互の接続時間

の爾整など）

③迅速（窓口の待ち時間短縮）

④清潔（建物内を済潔に）

⑤丁寧（窓口の親切な対応など）

⑥安全（点字ブロックの改善、歩道の段差の

解消など）

⑦人間性の配慮（入院患者の夕食時刻の繰り

下げなど）

５月は「さわやか行政サービス推進月問」で

す。この期間中は、サービス改豸のための総

点検、皆さんからの意見の聞き取りなどが集

中的に什われます｡また､主要都市では行政サ

ービスに関する展示会、さ わやか行政サービ

スフォーラム（平成５年度は福鳥市と福岡市

の２か所）などの行事も聞催されます。皆さ

んの意見・要望は各機関の相談窓口でも受け

付けています。お気鰹にお申し出ください。

改善された具体例
〈相談内容〉「亅Ｒの駅のホームと列車と

の間隔が大きく、足を踏み外す危険性が

ある。特にお年寄りや障書をもっ人にと

ってはたいへん危険なため、亅Ｒに改善

を要望しているが、‐向に改善されない」

〈対応と結果〉相談を受けた行政監察事務

所では、亅ＲのＡ本社工事課に相談内容

を伝え、岐討を求めましたが、当初の回

答は「基準に照らし、改善の必要はない」

というものでした。しかし、行政相談委

ｌ が実際に現地を確認してみると、基準

を満たしていませんでした。そこで、再

度ＪＲ側に検討を求めたところ、早急に

工事を行うとの回答を碍て、改暑が行わ

れました。



新
消
防
団
長
に

佐
膝
忠
美
さ
ん

町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
、

四
月
二
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
三
十
八
年
余
の
団
員

歴
を
有
し
、
六
年
間
消
防
団
長
を

務
め
た
阿
部
恒
夫
さ
ん
（
大
木
戸

字
舘
三
十
五
一

一
）
が
勇
退
し
、

後
任
の
消
防
団
長
に
佐
藤
忠
芙
さ

ん
（
藤
田
字
天
王
畑

て

八
）
か

就
任
し
、
副
団
長
に
は
、
林
初
男

さ
ん
（
鳥
取
字
山
田
五
十
）
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
恒
夫
き
ん
を
は
じ
め
長
い

間
、
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
皆
さ
ん
、
本
肖
に
御
苦
労
様
で

し
た
。

佐
藤
団
長
さ
ん
、
火
の
守
り
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

匚

勇
退

さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

阿
部
恒
夫
　
　

安
孫
子
正

佐
藤
邦
治
　
　

占
ｍ
μ

八
郎

斎
藤
　

正
　
　

志
村
孝
明

阿
部
茂
男
　
　

村
木
一
郎

佐
藤
隆
造
　

菊
池
勝
雄

國
井
好
之
　
　

佐
藤
粁
男

吉
田
洋
一
　
　

佐
久
間
利
か

佐
久
間
朝
田
ヵ
　
野
村
峯

夫

山
田
孝
男
　
　

佐
藤
幸
雄

口

入
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

安
藤
四
郎
　
　

山
田
珊

．

遠
藤
　

茂
　
　

曳
地
正
勝

横
山
晋
作
　
　

佐
久
間
茂

佐
藤

光
弘
　
　

斎
藤
幸
雄

大
内

安
雄
　
　

大
沼
重
好

後
藤
孝

．
　

後
藤
正
利

佐
藤

保
夫
　
　

村
ｈ

信
夫

▲消防団辞令交付式

よ

う
こ

そ

国
見
高
イ
レ
ブ
ン

同
じ
町
名
か
と
り
も
つ
緑
で
当

国

見
町
へ
の
来
町
が
実
現
し

た
高

校
サ

″
力
－

界

の
名
門

・
国
見
高

校

〔
艮

崎
県
〕
の
サ

．
力
！
部
員

を
歓
迎
す
る
レ
セ
プ
ン

’．
ン
が
．二

月

．
．
卜
五
日
夜
、
福
鳥
市
の
福

鳥

グ
リ

ー
ン
パ
レ
ス
で
、
約
六
十
人

か
参
加
し
て
洲
か
れ
ま
し
た
．

歓
迎
レ
セ
ブ
シ

リ
ン
に
は
、
国

兒
高
校
の
新
二
・
．一
．乍

生
の
レ
ギ

ー
フ
ー
勢
卜
Ｌ
人
、
県
の
サ

″
力

！
関
係
青
、
町
側
か
ら
は
冨
永
武

夫
町
艮
、
仲
野
周

．
町
議
会

議
長

陣
津
武
心
町
体
育
協
会
会

長
ら
閏

係
者
か
川
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

冨
水
武
夫
町
長
と
佐
藤
企

一
国

見
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会

長
の

歓
迎
の
’．昌
蘖
や
国
見
高
サ

．
カ
ー

部
の
菊
田
恩

典
コ
ー
チ

の
あ
い
さ

っ

に
続
き
、
部
員
に
記
念
品
と
し

て

「
招
福
こ
け
し
」
が
附

ら
れ
ま

し
た
．

こ
の
後
、
会
食
か
行
わ
れ
、
出

席
者
は
和
や
か
に
文
流

を
深

め（
日

い
ま
し
た
．

▲歓迎の言葉を述べる冨永町長

胸
を
躍
ら
せ

き
ょ
う
か
ら
一
年
生

町
内

の
小
中

学
校
の
入

学
式
は

四
月
六
日
、
各
学
校
で
行
わ
れ
、

三
百
四
人

の
新

。
年
生
が
誕
生
し

ま
し
た
。

今
年
希
望
に
胸

を
膨

ら
ま
せ
て

入
学
し
た
小
学
生
は
百
寸
九
人

（
小
坂
小
十
六
人
。
藤
用
小
五
十

五
人
。
森
江
野
小
二
十
三
人
、
大

木
戸
小
十
四
人
、
大
技
小
十
一
人

酋
４

分
２

）、
中
学
生
は
百
八
十
五

人
で
す
。

森
江
野
小
学
校
（
伊
勢
文
朗
校

長
）
で
は
、
昨
年

十
二
月
完
成
し

た
ば
か
り
の
貞
新
し

い
体
育
館
で

厳
粛
に
行
わ
れ
、
担
任
の
先
生
か

ら
名
前
を
呼

ば
れ
た
新
入
生
は
、

緊
張
し

た
面
持
ち
で
元
気
よ
く

［
は
い
］
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

森江野小学校入学式

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン

傴
成
五
年
か
ら
県
で
は
新
た
に
。

’う
っ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
交
通

マ
ナ

ー
ア

。
プ
県
民
連
動
‘
を
推

進
し

。
悲
惨
な
交

通
私
故
の
発
生

を
防
止
し
。
安
全
で
住
み
よ

い
福

島
県
を
県
民
あ
げ
て
っ
く
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
使
用
し
て
い
ま
し
た

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
安
全
は
　
ゆ

っ
く
り
　
ゆ
っ
た
り
　
ゆ
と
り

ゆ
ず
り
あ
い
」
に
替
え
、
平
成
Ｋ

年
か
ら
は
「
黔
蜘
や
ｍ
ｙ
　
か
か

昏
φ
・
一

Ｉ
　
一
一
・
一
・

な
輪
に
な
れ
　
う
っ
く
し
ま
」
に

な
り
ま
し
た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
新
人
学
（
園
）
児

が
心
弾
ま
せ
、
交
通
吐
会
の
仲
間

人
り
を
す
る
季
節
で
す
。

こ
の
新
し
い
季
節
が
交
通
事
故

で

”暗
転

作
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
交
通

事
故
ゼ
ロ
を
め
ぎ
し
が
ん
ば
り
ま

九
月
末
完
成
を
目
指
し
　

急

ピ

ッ

チ

～
国
見
東
部
鳥
齢
占
等

活
性
化
セ
ン
タ
ー
ー

高
齢
化
地

城
農
村
活
性
化
農
業

構
造
改
善
モ

デ
ル
事
業

と
し
て
国

の
補
助
を
受

け
て

建
設

を
進

め
て

い
る
「
国
見
東
部
高
齢
者
等
活
性

化
セ
ン
タ
ー
」
の
上
棟

式
は

。
三

月
八
日
、
西
大

枝
字
王
壇
前
の
建

設
現
場
で
行

わ
れ
ま
し

た
。

町

税

な
ど

の

納
付

金

は
、

便

利
な
口

座

振

替
を

利

用

し

ま
し

ょ
う

。



愛の献血に82人

平成4年度目標

100%を達成

三
月
十
五
日
、
移
動
採
血
車
か

来
町
し
、
役
場
前
、
大
岩
機
器
工

業
所
国
見
工
場
前
、
清
水
製
作
所

前
、
福
島
信
用
金
庫
国
見
支
店
前

の
四
ケ
所
で
献
血
活
動
を
行
い
、
8
2

名
（
申
し
込
み
は
8
6名
）
の
方

々
に

ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
・

こ
の
結
果
、
国
見
町

の
平

成
四

年
度
の
献
血
目
標
本
数
八
一
六
本

（
二
○
○
㎡
換
算
）
を
突
破
し
、

八
九
六
本
と
な
り
、
百

パ
ー
セ
ン

ト
を
達
成
す

る
こ
と
か
で
き
ま
し

た
。多

く
の
方
々
か
ら
愛
の
献
血
の

ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

☆
平
成
四
年
度
採
血
状
況

合
計
　

八
九
六
本

達
成
率
一
〇

九
・
八
％

四
〇
〇
㎡
献
血

者
　
7
2
人

成
分
献
血
者
　
　
　
9
1
人

な
お
、
平
成
五
年
度
の
目
標
本

数
は
八
四
七
本
（
二
〇
〇

㎡
換
算
）

と
な
っ
て

い
ま
す
の
で

、
町
民
の

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

献

血

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た
　

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

Ｏ

印
は
成
分
献
血
協

力
者

゛

○
印
は
四
〇
〇
㎡
協
力
者
で
す

《
一
般
〉

宍
戸
　

隆
一
一
〇

平
舘
　
　

浩

渡
辺
　

一
郎
一
〇

斎
藤
　
正
美

大
塚
　

信
子
一
　
内
池
　

育
男

高
橘

耕
具
　

木
村

ナ
ヲ

Ｏ

阿
部
　

洋

二
　

八
鳥
　

和
子

久
田
　

佳
伸
一
〇
佐
藤
ひ
ろ
み

《
大
岩
機
器

工
業

所
国

見
工
場
》

小
林
　

侶
明
一
　
熊

谷
　
盛
雄

○
本
田
　
幸
古

一
　
田

川
　
　

仁

鰰

枝
　
　

仁
　
　

吾
妻
　

一
利

一
條
　

博

一
　
宍

戸
　
孝
司

中
野

義
夫
一
〇
鈴
木
　

隆

〇
鈴
木
　
秋
二

一
　
佐
藤
　

芳
則

後
藤
　
寿
彦

一
　

知
念
　

利
彦

佐
藤
　

一
紀

一
〇
長

谷
川
栄
藏

刀

很
　
溥
幸

一
　

実
沢
　

光
夫

長
谷
川
裕
人
一
　
佐

久
間

守

武
田
美
貴

子
一
　
曳
地
か

お
り

加
賀
　
桂

子
一
　
鳥
越
　

之
夫

宮
口
　

義
則

一
　
沼
田
　

文
夫

遠
藤
　

利
嘉

一
　
鈴
木
　

俊
一

大
一
只

芳
男

一

〈
朽
木
織
絵
〉

朽
木
　
好
秋

（
清
水
製
作
所
〉

武
田
　
正

一

‥
　
秦
　

普
五

佐
久
間
泱
市

一
　
曳
地
す
み
え

○
松
浦
　

金
蔵

一
　
徳
江
紀
江
子

斎
　

栄
子
一
　
瀬

野
　
次
男

宍
戸
あ
け
み

Ｉ
　
菅

野
　

修

《
福
島
信
用
金
庫
国

見
支
店
〉

Ｏ
八
巻
　

栄
作
一
　

阿
部
　

正
信

三
浦
　
英

徳
一
　

五
十
石
新
一

桜
井
　
利

広
一
〇
阿
部
　
孝
一

安
藤

直
光
一

《
公
立
藤
田
総
合
病
院
〉

井
砂
　

幸
１

一
〇
小
林
　
幸
夫

〈
国
見
町
商
工
会
〉

Ｏ

鑓
水
　
正

春
一
〇
小
紫
　

春
雄

大
和
田
紀
夫
一
　

高
野
　
信
昭

高
橋

芳
男
一
〇
穐
月
　
辰
也

｛
国
見
町
役
鳩
》

冨
永

武
夫
一
　

武
田

慶
子

武
田
　

幹
夫
一
　

阿
部
　

正
一

小
西

春
彦
一
〇

菅
野

信
朗

村
上
　

幸
平

｝
　
安
田

博
三

菊
地
　
弘

美
一
　

斎
藤
由
起
子

Ｏ

松
浦
　

昭

二

Ｏ
羽
根
　

洋
一

〇
佐
藤

克
成
一
　

斎
藤
　
忠

一

松
浦

郁
子
一

文
化
振
興
資
金
に
五
十
万
円

二
月
二
十
六
日
、
須
田
寛
一
さ

ん

（
藤
田
字
澤
田
三
、
一
）
よ

り
、

町
に
対
し
て
文
化
振
興
に
役
立
て

て

ほ
し

い
と
、
五
十
万
円
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

こ

れ
は
、
亡
父
須
田
滋
一
さ
ん

の
御
遺
志
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、
文
化
振

興
資
金

と
し

て
積
立
て
有
効
に
活

用
し

た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

紙
面
を
お
借
り
し
、
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

平成５年度　国　見　町　町　内　会　長 (敬猗蒭)

町内 会 名 � 氏　　　　　 名 �町内 会名 � 氏　　　　　 名 �町 内会 名 � 氏　　　　　 名

駅　　 前 � 奥　 山　 ―　 夫 �山崎 宮館 � ゜ 瓶　　　 茂 �第　　 ３ � 佐　 藤　 昌　 介

錦　　 町 � 樋　 口　 金三 郎 �山崎 沢田 � 佐 久間　 法　 静 �第　　 ４ � 石　 川　 愽　 曩

大 町 南 � 渡　 辺　 勝　 助 �宵　　 的 � 川　 村　 静　 江 �徳 江 北 � 太　 田　 久　 吉

大 町 北 � 小　 西　 富　 油 �源木 山東 � 鑓　 水　 正　 春 �第　　 ７ � 八　 魯　 三　 郎

本　　 町 � 樋　 口　　　 馨 �渾宗 山西 � 斎　 藤　 政　 之 �第　　 ８ � 村　 上　 公　 月

霧 町 南 � 東海林　 幸　 郎 �源宗 山北 � 佐　 藤　 一　 柤 �第　　 ９ � 蓬　 田　 広　 中

宮 町 北 � 阿　 部　 重　 男 �大　　 坂 � 高　 檎　 米　 造 �第　　10 � 菊　 地　 忠　 －

町　　 東 � 斎　 藤　 太　 助 �山崎耕 谷 � 佐　 藤　 和　 次 �第　　11 � 菊　 地　 善　 助

富　　 東 � 市　 川　 多　 鬥 �小　　 坂 � 佐　 藤　 元　 － �｜ 第　　12 � 大　 内　 安　 次

鶉　　 町 � 中　 野　 勝　 美 �太 田 川 � 佐　 藤　 忠　 雄 �貝　　 田 � 高　 橋　 徳　 平

上　　 野 � 渋　 谷　 貞　 男 �前　　 田 � 朽　 木　 勝　 夬 �光 明 寺 � 遠　 蘰　 勝　 男

石毋 田東 � 高　 野　 恭　 寿 �板　　 檎 � 関　 本　　　 東 �高　　 城 � 八　 鳥　　　 宏

石 毋田 表 � 佐　 藤　 貞　 夫 �泉 田 上 � 関　 口　 正　 － �大 木 戸 � 阿　 部　 恒　 夫

石毋 田北 � 佐 々木　 義　 蔵 �泉 田 中 � 佐　 藤　 喜　 明 �山　　 樌 � 谷　 潭　 正　 晴

石毋 田 原 � 菊　 地　 平　 助 �泉 田 下 � 阿　 部　 栄　 作 �原　　 町 � 佐　 藤　　　 栄

石 毋田 西 � 佐　 藤　 増　 誰 �鳥　　 取 � 山　 田　 秋　 男 �築　　 舘 � 鈴　 木　 浦　 二

山 崎 北 � 高　 檎　 久　 蔵 �内 谷 西 � 片　 平　 違　 男 �並　　 柳 � 俺　 藤　 三　 郎

滝　　 山 � 鴨　 田　 武　 文 �内 谷 東 � 鮨　 坂　 正　 － �中　　 部 � 瀬　 戸　　　 孝

山 崎 舘 � 安　 躇　 政　 治 �第　　 １ � 大　 津　 義　 隴 �北　　 部 � 僥　 蘿　 喜久 雄

山崎 小舘 � 中　 村　 一　 郎 �笵　　 ２ � 佐 久 間　 幸　 雄 �川　　 内 � 佐　 藤　 清　 春



町
職
員
の
人
事
異
動

町
職

員
の
人
事
異
動
か
四
月
一

日
付
で

次
の
と
お
り
発
令

さ
れ
ま

し

た
。

■

退
　

職
　
　
（
　

）
内

は
旧
任

▽
古
内

君
恵

（
森
江
野
幼
稚
園
）

▽
佐

野
龍

一
（
農
林
課
農
林
扱
興

係
）

■
新
採

用
　
　
（
　

）
内
は
新
任

▽
安
藤

充
輝

（
住
民
福
祉
課
福
祉

係
）
　

▽
佐
藤
水
無
子
（
保
健
課

保
健
衛
生
係
）
　

▽
半
沢
一
隆

（
税
務

課
賦

課
係
）

■
一

動
お
よ
び
昇
格（

）
内

は
旧
任

▽
公
民
館
長

（
建
設
課
長
）
鈴
木

捷
治
　

▽
税
務
課
長
（
公
民
館
長
）

春
日
一
憲
　

▽
下
水
道
課
長
（
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
井
砂
研
二

▽
建
設
課
長
（
下
水
道
課
長
）
須

田
善
泊
　

▽
農
業
委
員
会
事
務
局

長
（
公
民
館
主
幹
兼
事
業

係
長
）

高
橋
正
夫
　

▽
総
務
課
付

（
税
務

課
長
）
山
田
久
　

▽
総
務
課
付

（
税
務
課
賦
課
係
主
幹

）
佐
藤
春

夫
　

▽
公
民
館
事
業

係
畏

（
総
務

課
文
魯
広
報
係
主
査
）

小
西
春
彦

▽
総
務
課
文
書
広
報

係
主
査
（
企

画
商
工
課
商
工
振
興
係

主
査
）
佐

藤
弘
利
　

▽
企
画
商
工

課
商
工
振

興
係
主
任
主
査
（
農
林

課
農
林
土

木
係
主
任
主
査
）
後
藤

登
美

子

▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育

係
主
任

主
査
（
県
北
中

学
校
主
任
主
査
）

佐

竹
朝
子
　

▽
藤
田
幼
稚

園
主
任

教
諭
（
教
青
委

員
会

学
校
教
育
係
）

佐
藤
幸
子
　

▽
公

民
館
体
育
係
主

査
（
総
務
課
付
）
飯
沼
正
　

▽
農

林

課
農
林
土
木
係

（
農
林

課
農
村

整
備
計
画
班
）
羽
根
洋

一
　
▽
森

江
野
幼

稚
園
教
諭

（
住

民
福
祉
課

福
祉
係
）
斎
藤
由
起
子
　

▽
藤
田

保
育
所
保
母
（
調
理

具
）
渋
谷
啓

子
教
職
員
の
人
事
異
動

（
　
）
内

は
旧
任

■

退
　

職

▽
佐
藤
富
子
（
藤
田
小
）

▽
佐
藤
光
雄
（
県
北
巾
）

■
転
　

出

▽
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
（
小
坂

小
教
頭
）
渡
辺
博
志
　

▽
福
島
市

立
信
陵
中
教
頭
（
県
北
中
教
頭
）

菅
野
武
雄
　

▽
岩
瀬
村
立
白
方
小

教
頭

（
小
坂
小
）
五
十
嵐
清
夫

▽
梁
川
町
立
山
舟
生
小
（
小
坂
小
）

平
井
幸
子
　

▽
桑
折
町
立
半
田
醸

芳
小
（
藤
田
小
）
佐
藤
喜

夫

▽
保
原
町
立
保
原
小
（
藤

田
小
）

遠
藤
ト
モ
　

▽
安
達

町
立
上

川
崎

小
（
藤
田
小
）
渡
辺
邦
喜
　

▽
飯

舘
村
立
草
野
小
（
藤
田
小
）
手
塚

優
子
　

▽
常
葉
町
立
常
葉
小
（
藤

田
小
）
池
田
和
紀
　

▽
梁
川
町
立

梁
川
小

（
藤
田
小
）
角
田
榮
子

▽
梁
川
町
立
自
根
小
（
大
木

戸
小
）

安
藤
ま
ゆ
み
　

▽
猪
苗
代
町
立
東

中
（
大
木
戸
小
）
細
田
千
年
　

▽

保
原
町
立
桃
陵
中
（
県
北
中
）
佐

藤
祥
子
　

▽
伊
達
町
立
伊
達
中
（

県
北
中
）
安
田
由
笑
子
　

▽
い
わ

き
市
立
内

郷
二
中
（
県
北
中
）
佐

藤
俊
恵
　

▽
福
鳥
市
立
野
田
中

（

県
北
中
）
高
山
尚
之
　

▽
福
島
市

立
福
鳥
三
中
）
穴
澤
明
子

■

転
　

入

▽
小
坂
小
教
頭
（
梁
川
町
立
梁
川

小
）
酒
井

方
子
　

▽
県
北
中
教
頭

（
霊
山
町
立
霊

山
中
）

鈴
木
源
二

郎
　

▽
小
坂
小
（
梁

川
町
立
梁
川

小
）
田
辺
節
子
　

▽
小
坂
小

（
郡

山
市
立
永
盛

小
）
佐

々
木
芳

．二
郎

▽
藤

用
小
（
新
採
用
）
稲

垣
隆
一

▽
藤
田
小
（
新
採
用
）

白
石
裕

子

▽
藤
田
小
（
館
舘
村

立
草
野
小
）

北
村
壽
秋
　

▽
藤
田
小
（
館
舘
村

立
臼
石
小
）
五
十
嵐
み

ど
り

▽
藤
田
小
（
猪
苗
代
町
立
山
潟
小
）

高
橘
潤
　

▽
藤
田
小

（
保
原

町
立

桃
陵
中
）
菅
野
恵
子
　

▽
大
木
戸

小
（
船
引
町
立
移
小
）
千
葉
昇

▽
県
北
中

（
伊
達
町
立
伊
達
中
）

斎
藤
和
子
　

▽
県
北
中
（
保
原
町

立
桃
陵
中
）
鈴
木
由
美
子
　

▽
県

北
中

（
月
舘
町
立
月
舘
中
）
吉
田

淳

子
　
▽
県
北
中
（
桑
折
町
立
醸

芳
中
）
三
浦
れ

い
子
　

▽
県
北
中

（
郡

山
市
立
熱
海
中
）
菅
野
義
広

▽
県
北
中
（
保
原
町
立
桃
陵
中
）

菅
野
み
ゆ
き

▲教韈飃艢任式（４月 ）日）

藤
田
駐
在
所
に

片
岡
巡
査
が
着
任片岡巡査

桑
折
警
察
署
藤

田
駐

在
所
第
二

区
に
、
三
月
三
十
一
日
付
で
片
岡

正
博
巡
査
か
着
任
し
ま
し

た
。

片
岡
巡
査
は
喜

多
方
署

か
ら
の

転
任
で
、
小
坂
地
区

・
山

崎
地
区

・
塚
野
目
地
区

を
担

当
し
ま
す
の

で
地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。

交
通
教
育
専
門
員
を
　

二

名

に

増

員
Ａ交通教育専門轟に

委畷された朽木好秋さん

町
に
お

い
て
、
交
通
の
安
全

に

関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
交
通
安

全
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
交

通
教
育
専
門
員
を
般
置
し
て

い
ま

す
か
、
こ
の
度
、
交
通
安
全

対
策

の
よ
り
一
屑
の
充
実
、
強
化
を
図

り
、
従
来
か
ら
の
大
沼
勉
さ
ん

（
山
崎
字
耕
谷
三
－

四
）

に
加
え

て
。
新
た
に
、
朽
木
好
秋
さ
ん

（
藤
ｍ

宇
町
裏

七
１

一
）
か
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

四
月
か
ら

は
、
二
人

の
交
通
教

育
専
門
員
か

、
街
頭
指
導
や
交
通

教
育
に
あ
た
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

委
嘱
状
の
交
付
式

は
、
四
月
一

日
、
町
長
室
に

お
い
て
行
わ
れ
。

冨
永

武
夫
町
長
か
ら
委
嘱
状
を

交
付

さ
れ
た
朽
木
さ
ん
は
。

「
町

か
ら
一
件
で

も
交
通
事
故
か
減
少

す

る
よ
う
頭
張
り
ま
す
。
」
と
抱

負
を
述

べ
ま
し

た
・



国　見　町　職　員　組　織　表

町 長 冨 永 武 夫　　 助 役 八 鳥 忠 雄　　 収入役 大 内 正 美　　 軟肓長 蓬 田 英 夫

課　　 名 課　　　　 長 主 幹 及 び
課 畏 補 佐

係　　　　 名 係　　　　 長 係

総 務 課 大 波　　 健

佐 藤 則 雄

占 田 俊 江

庶　　　　 務

財　　　　 畋

文 書 広 報

佐 藤 則 雄

吉 田 俊 江

吾 妻 正 子

松田きよ江 菊地弘美 大津香織

松浦英夫 斎藤隆義

菅野信朗　　　　 （山田　久）

佐藤弘利　　　　 （ 佐藤春夫）

税 務 譚 春 日　一 憲

賦　　　　 課

固 定 資 産

徴　　　　 収

吉 田 吉一夫

奥 山 隆 夫

渡 辺　アヤ子

武田友江 佐藤光男 半澤一隆

武田京子 宍戸梏寿

渡邊和己

保 健 課 松 浦 幸 雄 古 川 比 司
保 健 衛 生

国　　　　 保

武 田 幹 夫

古 川 比 司

佐藤和夫 菅原文子 蓬田恭子 佐庫水無子

中野成子 大波サト子

住民福祉課 高 檎 弘 信
佐 廊 幸 子

小 野 智 義

住　　　　 民

福　　　　 祉

年　　　　 金

松 浦 京 子

小 野 智 曩

佐 蓐 幸 子

安葎幸江 後藤浩子 凧沢敦子

武田正裕 東海林八重子 安藤光輝

中田利枝

保 宵 所
所長

天 野 英 子
木 口 幌 子

後藤加代子 古田邦了･ 倉田由焚子

吉・ 和子 渋谷啓子

農 林 課 僅 野 貞 治 菊 地 孝 吉

農 林 扱 興

農 林 土 木

農村整備計画班

佐 藤 政 弘

八 巻 忠 義

菊 地 孝 吉

武田慶子 引地由則 渋谷康弘

材上健一 佐野 功 羽根洋一

蓬田英右

農業委員会

水 務 局

局畏

高 橋 正 夫
佐 藤 光 一

建 設 課 須 田 善 泊 後 藤 澄 雌

建　　　　 設

管　　　　 堙

都 市 餓 備

後 藤 澄 雄

渋 谷 和 洋

安 田 博 三

佐久間正 阿部正一 村上幸平

松浦昭一

吉田義勝

企画商工課 佐 竹 弘 泊 占 田　貞　男

企 画 調 整

商 工 振 興

国 土 綱 査

八 鳥 英 雄

古 田　貞 男

中 野 孝 雄

佐藤 孝 佐藤見成

後蘿登美子 八巻秋夫

谷津富夫 羽恨田孝司　斎藤忠一

下 水 道 課 井 砂 研 二 下　 水　 道 阿 部　　 正 遠蹐喜正 鈴木哲也

会 計 窗 出　　　 納 武 田　　 智 谷潭美代子

議会串務局
局長

吉 田 孝 夫
菊地富子

一水 道 霖 渡 辺　　 等 佐久間 靖 明
業　　　　 務

施　　　　 般

佐久間 靖 明

佐 藤 軒 二

中山ミエ子

佐藤光男 赤坂 斎

教青委員会

事 翻 局

教育次長

大 浪 敏 男

吉 田 輝 雄

木 本 元 治

学 校 教 育

社 会 教 育

杜 教 主 事

吉 田 蝉 雄

安 藤 信 男

古 富 睦 男

佐竹簡子 菊地軽子

引地 真

公 民 鱸
館長

鈴 木 雄 治
小 池 芳 男

事　　　　 業

体　　　　 胄

小 西 春 彦

小 池 芳 男

八巻笑枝子 松野雪子

飯沼 正

校 （圜） 名 �校 （間） 長 �教　　　　頭

小 坂 小 学 校 �渡 部 正 俊 �酒 井 方 子

藤 用 小 掌 校 �畠 腹 順 一 �佐 藤 洋 一 �高子 宏子

森江野小学校 �伊 勢 文 朗 �松 浦 恭 夬

大 木戸小学 校 �久 米 光 勇 �緑 川　　 透

大 岐 小 学 校 �渡 邊 富 子 �川 崎 勝 広

県 北 中 学 校 �斎 藤 一 哉 �鈴 木 潭二郎 �和泉喜久夫

藤 田 幼 稚 園 �畠 腹 順 一 �佐 藤 洋 一 �川中 陽子　　 紺野かず子　　 佐廊 幸子　　 阿部 正子

森江野幼稚園 �伊 略 文 朗 �松 浦 恭 夫 �斎藤アイ子　　 斎藤由起子



仕
民
票
・
印
鑑
証
明
書
等

手
数
料
が
変
わ
り
ま
し

た

国
の

戸
籍

手
数
料
令
の
改
正
等

に
よ
り
、
平
成

五
年
四
月
一
日
か

ら
住

民
票

、
印
鑑
証
明
書
、
納
税

証
明

書
、
公
図
閲
覧
等
の
手
数
料

の
金

額
か
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
改
定
は
、
昭
和
六
十
二

年
の
改
正
以
来
で
、
伊
達
管
内
一

斉
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

・
住
民
票
の
写
し
（
除
票

も
含
む
ｙ

二

○
○
円
↓

三
〇
〇
円

・
印
鑑

証
明
書

二
〇
〇
円
↓

三
〇
〇
円

・
印
鑑

登
録

証
の
交
付

二
〇
〇
円
↓

三
〇
〇
円

・

戸
籍

附
票

の
写

二
○
○
円
↓

三
〇
〇
円

・
徴
税

証
明
書
（
納
税

、
所

得
、

資
産
の
各
証
明
書
）

二
〇
〇

円
↓

三
〇
〇
円

・
公
図

、
公
簿
の
閲
覧

二
〇
〇
円
↓

三
〇
〇
円

・
住
宅
用
家
屋
証
明
手
数
料

八
〇
〇
円
↓

九
五
〇
円

■
問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
住
民
係

8
5
2
1
1
1
　
内
線
１
３
１

4/7～5

/31対策 本部
設　　 置

防
霜
対
策
に
　

ご
協
力
を
！

町
で

は
。
果
樹
な
ど
の
農
作
物

を
凍
霜
か
ら
守
る
た
め
、
四
月
七

卩

に
岡

見
町
防
霜
対
策
本
部
を
設

置
し
ま
し

た
。

霜

が
降
り
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

は
、
本
部

に
お

い
て
広
報
車
。
有

線

放
送
で

広
報

い
た
し
ま
す
か
、

深
夜

に
わ
た
る
場
合
が
多
く

ご
迷

惑
か

と
思

い
ま
す

が
、

ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
降
霜
の
時
は
タ
イ
ヤ
な

ど
を
燃

焼
す
る
た

め
、
黒
煙
か
町

全
体
に
広
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す

の
で

。
翌
朝
の
洗
濯
物
な

ど
に
卜

分

注
意
し
て
く

だ
さ

い
。

凍
霜

の
被
害
を
最
少
限
に
す
る

た
め
、
町
民
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

－

問
い
合
わ
せ

・
農
林
躁
農
林
振
興
係

8
5
2
1
1
1
　
内
線
２
３
２

国
民
年
金

転
勤
や
退
職
の
時
期
で
す

届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

四
月
は
転
勤
．
退
職
と
い
っ
た

異
動
の
時
期
で
す
。
住
所
か
変

わ

っ
た
り
、
被
保
険
者
の
種
別
か
変

わ
っ
た
り
し
た
場
合

、
国

民
年
金

の
届
け
出
か
必
要
に
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合

は
届
け
出
を

し
ま
し

ょ
う
。

・

サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

夫
か
転
勤
に

な
っ
て

住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
。

・
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
夫
か
脱
サ
ラ

し

、
自
営
業
を
は
匕

め
た
と
き
。

・

学
生
か
卒
業
し
、
サ
ラ
リ

ー
マ

ン
（
会
社

員
ま

た
は
公
務
員
）

に
な

っ
た
と
き
。

・
Ｏ
Ｌ

が
結
婚
す
る

た
め
に
、
退

職
し

た
と
き
。

■

問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
年
金
係

雲
齦
2
1
1
1
　

内

線
１
３
５

団員

募集

「
若
人
の
翼
」

県
で

は
、
県
内
の
青
年
を
海
外

に
派
遣
す

る
『
若
人
の
翼
』
の
団

員
を
募
集
し
て

い
ま
す

。

◇

応
募
資
格

県
内

に
住
む
二
十
歳
か
ら
三
十

五
歳

ま
で

の
動

労
青
年

◇
募
集
人
員

七
十
三
人

◇
派
遣
国
・
期
間

①
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ

ン
ス

②
ブ
ラ

ジ
ル
、
パ
ラ

グ
ア

イ

③
中
国

④
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア

、
ニ
ュ
ー
ジ

‐

ラ

ン
ド

⑤
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
、
メ
キ
シ
コ

各
コ

ー
ス
十
月
十
一
こ
日
か
ら
十

五
日
間
（
南
米
は
十
七
日
間
）
の

予
定

■

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ

・
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

公
叙
2
1
1
1
　

内
線
２
１
１

「
青
い
鳥
は
が
き
」
を
　
　

無
料
交
付
し
ま
す

四
月
二
十
日
か
ら
一
週
間
は
郵

便
週
間
で
す
。
郵
政
省
で

は
、

郵

便
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
、
身

体
障
害
者
に
対
す
る
国

民
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、

郵
便
は

が
き
「
青
い
鳥
は
が
き
一

を
発
行
し
、
重
度
の
身

体
障
害
者

に
無
料
で
差
し
上

げ
て

お
り
ま
す
。

請
求
は

ご
本
人
で

な
く
代
理
の

方
で
も
結
檎
で
す

。
ま
た
、
郵
便

に
よ
る
請
求
に
も
応
じ
て

お
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
な
お
、
請
求

さ
れ
る

際
は
。

’
身
体
障
害
者

手
帳

』
及

び
「
印
鑑
」
を
持
参
願

い
ま
す
。

◇
対

象

者

重
度
身
体
障
害
者
（
一
級
及

び

二
級
）
の
方

◇
受
付
期
間

４
月

―
日
？

５
月
3
1
日

◇
枚
数

一
人
に
つ
き
二
〇
枚

■

問
い
合
わ
せ

・
藤
田
郵
便
局

8
5
2
3
3
0

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
で
す

。

こ
の
記
念
日
は
、
昭
和
二
十
二
年

五
月
三
日
の
日
本
国
憲
法
の
施
行

を
記
念
し
、
「
法
」
の
役
割
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た

も
の
で
す
。
五
月

一
日
か
ら

七
日

ま
で
の
憲
法
週
間

に
、
次
の
と

お

り
無
料
法
律
相
談
会
か
開
催
さ
れ

ま
す
。

◇

日
　

時

５
月
６
日
（
木
）

午
前
1
0時
～
午
後
３
時

◇
会
　

場

福
島
地
方
裁
判
所
構
内

弁
護
士
　

控
室

雲
助
2
3
3
4

募
　

集

自
衛
官

（
男
子
）

自
衛
隊
で

は
、
平
成
五
年
度
第

一
次
自
衛
官
（
二
等
陸
・
海
・
空

士
）
探
用
試
験
（
男
子
）
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

－

試
験

期
日

土
、
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除

き
、
毎
口
実
施

■
賦
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ

・
自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所

雲
叨
5
5
2
9

おしらせ



西
分
署
だ
よ
り

4
/
1
6
～
％

山
火
事
防
止

強

調

月

間

春

の
乾

燥
期
を
迎
え
、
野
も
山

も
火
災
か

発
生
し
や
す

い
状
況
に

な
っ
て

い
ま
す

。
し
か
も
、
こ
の

季
節
に
は
山
菜
探
り
な
ど
大
勢
の

人
が
山
に
入
り
、

「
た
ば
こ
、
マ

ッ
チ
、

た
き
火
」
の
火
の
不
始
末

に
よ
る
山
火
事

が
多
発
し
て
い
ま

す
。林

野
火
災
は
、
大
切
な
資
源
を

灰
に
し
。
自
然
破
壊
、
し
い
て

は

地
球
環
境
の
異
変
を
招
き
か
ね
ま

せ
ん
。

『
た
ば
こ
一
本

』
が
、
「

ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注

意
」

が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大

き
な

損
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

守
っ
て
く
だ
さ
い

次
の
こ
と

・
枯

れ
草
等
の
あ
る
所
で
は
、
た

き
火
を
し
な

い
。

・

強
風
時
、
乾
燥
時
に
は
た
き
火

火
入
れ
を
し
な
い
。

・

た
き
火
か
ら
離
れ
る
時
は
、
完

全
に
消
化
を
す
る
。

・
た

ば
こ
の
吸

い
殼
を
捨
て

な
い

こ
と
。

・
火
入
れ
を
す
る
時
は
、
役
場
の

許
可

を
必
ず
受

け
る
こ

と
。

ま
た
、
水
田
、
畑
等
の
野
焼

き
の
火
か
強
風

に
よ

り
燃
え
広

が
り
。
付

近
の
山
、
建
物
等
に

移
り
火
事
に
な
る
こ

と
が
多
く

あ
り
ま
す

。

野

焼

き
、

た
き
火
を
行
う
と
き
は
。

・
気
象
状
況
を
確
認
す

る
。

・
事
前
に
消
防
署

に
届
け
出
を
す

る
。

・
消
火

の
準
備
（
消
火
器
、
水

バ

ケ
ツ
、
水
ホ
ー
ス
。
水
槽

、
た

た
き
枠
等
）
を
す
る
。

・
数
人
で
行
う
。

・
火
か
消
え
る
ま
で

、
そ
の
場
を

離

れ
な
い
。

火

事

・

救

急

・

救

助

は

１

１

９

番

募

集
国

税

専

門

官

人

事

院

・

国

税

庁

で

は

、

「
国

税

専
門

官

採

用

試

験

し

の
受

験
者

を
募

集

し

て

い
ま

す

。

◇

願

書

受

付

５
月

６
日
（
木

）
？
５
月
1
7
日
（
月
）

◇

第

一

次

試

験

６

月

扣一
日
（
土

）
、
2
0
日
（
Ｈ

）

■

問

い
合

わ

せ

・
仙

台

国

税

局
人

事

第

二

課

雲
０

２
２

・

２
６

３
・
１
１

１
１

・
福

島

税

務

署

総

務

課

。
‘
叫
3
1
2
1

緑
の
羽
根
募
金

協
カ
ヘ
の
お
願
い

緑
の
羽

根
募

金
運
動

は
緑
の
広

報
活
動
と
し
て

広
く

皆
様

の
協
力

を
求
め
、
豊
か

な
緑

の
環
境
へ
の

期
待
を
県
民
運
動

と
し
て
高
め
、

そ
の
成
果
を
還
元
し
積
極
的
に
地

城
社
会

の
緑
化

を
推
進
す
る
た
め

毎
年
実
施

さ
れ
て

い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

～

ま

ず

植

え

よ

う

自

分

の

心

に

大

き

な

緑
～

◇
募
金
期
間

４
月
１
日
～
５
月
3
1日

◇
問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
林
振
興
係

酋
翦
2
1
1
1
　

内
線
２
３
１

(３月受 付分)

出 生 お め で と う ご ざ い ま す

子 の 名　 保岐者　　 町内会
余　 々(な　 な)松田 安司 只　 田

洸( た
け し〉冨永 一宣 駅　 前

由希恵(ゆ き え)洩野　 靖 泉
田 中

尚 人( な お と)熊坂 古二 宮 町 北

知 仁(ともひと)伊廊 裕司 宵 町 北
健 太(

け ん た)関根 幹夫 山　 椪

貴 大(たかひろ)永井 裕市 解　 田
賢 明(よしひろ)岩城　 勉 川　 内梨 奈(り　 な)玲木　 卑 川　 内

真 一くしんいち)紺野 良
一 本　 町

悠 介(ゆうすけ)吉田 邦彦 篇　 一
将( ま さ る)山田　 恥 解　 田

史 申(ふみあき)侮廊 郎彦 石母田衰
大 介(だいすけ)佐藤 浩 治 第　 二
里 奈(り　　 な)八巻

皿光 蝌　 七
司( つ か さ)高機　 守 源摩山西

結 婚 お め で と う ご ざ い ま す

氏　　 名　　　　　 町内 会

{ 中 野 義 夫　　　 富 町
北

齋 ● 三枝子　　　 相 馬 市

{
石 川 義 則　　　 購　 四
安 齋 恵 美　　　 櫑 鳥 叶i

{佐
● 尚 弘　　　　 小　 坂

野 田 卒 子　　　 保 原 町

{
蓬 田 広 光　　　 第　 九
本 望 良 子　　　 Ｑ 折 町

{後
● 幸 信　　　　 鐫　 町

ｔ 野 χ 澄　　　 櫑 鳥 市

{神
田 徹 也　　　　 宮　 東

菅 野 鳩 子　　　 搖 鳥 市

寺 魯 弘 之　　　　 第　
四

(  邇 藤 資美江　　　 伊 達 町

お く や み 申 し 上 げ ま す

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会
松 浦 健 治　　 ５９　　 大 木 戸
長谷川　 イ　 ツ　　81　　 高　 城
古 田　/ヽ7 レ　　　８７　　 山 崎 甘
斎 藤 ハルヨ　　81　　 晧 江 北
佐 藤　 キヌΞ１　　 ７５　　 原　 町
鈴 木 カツィ　　 ８８　　 川　 内
鈴 木 フサ ノ　　 ９３　　 川　 内
梅 津 静 江　　 ５９　　 鳥　 取
実 沢 昭 古　　 ５６　　 爾　 九
村 上　 －　リ　　95　　 第　 九

人 口 と 世 帯

４月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　

’
口

男5  ､ 743人（－７）転 入60 人

女6  靆 51人(   ー18 ) 転 出91 人

一計ll ｰ 24人（－25）出 生16 人

世帯数3  , 似 8戸（－１）死　 亡10 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相談 室 （東衂入口●らお入り下さい）

時 間： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気僅にご相談下さい。秘密は絶対 に守ります。

( 相談員)

４月23日（金）松浦 輝夫・佐久岡モト

５月６日（木）斎勝 光夫・渋谷 愛子

５月14  日 (金）菅野 賛郎・後藤　 アヤ

こよみ
４月　卯月（ うづき）

18 日 ( 日 ) 発明の日

加日（火）切手趣味週間

日 ( 金）みどりの週問

25日-（日）全国育樹祭

29日（木）みどりの日

５月 皐月（さつき）

３卩（月）憲法記念日

５日（水）こどもの日

立 夏

９口（日）母の日

10 日 (月）愛鳥週間

戸籍の窓口



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

霽 85  ｰ  267

F A X

8 5 ｰ 2 7 0 7

就
任
の
あ
い
さ
つ

公
民
館
長
　
　

鈴
木

捷
治

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り

公
民
館
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。

公
民
館
事
業
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
の

ふ
れ
あ

い
が
多
く
、
ま
た

多
種
多
様
な
職
務
で
あ
る
と
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
に
は

重
責
で

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
、

ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
公
民
館
活
動
の
伸
展
と
。

「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
町

づ
く
り
、
心
豊
か
な
人
間
尊
重
の

町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

、
全
力

を
傾
注
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。何

卒
、
前
任
者
同
様
。
格
別
の

お
力
添
え
を

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願

い
申
し
あ
げ
就
任
の

あ
い

さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

公
民
館
職
員
の

人
事
異
動

四
月
一
日
付
で
。
公
民
館
職
員

が
次
の
と
お
り
異
動

い
た
し
ま
し

た
。

（
　

）内

は
旧
任

◇
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

・
館
長
　

鈴
木
捷
治
（
建
設
課
長
）

・
事
業
係
長
　

小
西
春
彦
（
総
務

課
文
書
広
報
係
主
査
）

・
体
育

係
　

飯
沼
正

（
総
務
課
付
）

◇
お

世
話
に

な
り
ま
し
た

・
税
務
課
長
　

春
日
一
憲
（
館
長
）

・
農
楽
委
員
会
事
務
局
畏
　

高
橋

正
夫
（
主
幹
兼
事
業
係
長
）

子
育
て
コ
ー
ナ
ー

母
親
の
愛
は

地
球
を
救
う

い
ま
．
テ
レ
ビ
番
組
で
人
気
の

言
能
者
、
宜

保
愛
子
さ
ん
の
番
組

で

『
ノ
ス
ト
ラ

ダ
ム
ス
の
地
球
滅

亡

の
予
言
は
警
告
で
あ

っ
て
、
よ

い
指
導
者

と
母
親

の
愛

が
人
類
滅

已
を

救
う
こ

と
が
で

き
る
と
い
う

助
言

だ
」
と
い
っ
て

い
ま
す
。
い

ま

い
わ
れ
て
い
る
人

類
の
危
機

は

環
境
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
恨
本

的
な
問
題

は
人
間

の
心
の
中
に
あ

り
ま
す
。

人
の
心
の
荒

廃
が
吐
会
の
混
乱

を
ま
ね
き

、
家

庭
内
で
は
子
育
て

に
つ
い
て

の
意
見

の
対
立
、
夫
婦

間
で

の
ト
ラ

ブ
ル
、
隣
り
ど
う
し

の
い
が
み
合

い
、
地
城
内
で
は
協

力

が
得

ら
れ
な
い
な

ど
子
ど
も
を

取

り
巻
く
環

境
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し

た
中
で
若

い
母
親
が

子
育
て
を
す

る
の
は
大
へ
ん
な
こ

と
で
す

。
昔

の
母
親

に
と

っ
て
は

歯

が
ゆ

い
こ

と
で
し

ょ
う

が
、
何

の
苫

労
も
な
し

に
育

り
て
き
た
今

の
母
親
に
と

っ
て
は
大
変
な
こ
と

で

い
ろ

い
ろ
な
挫
折

が
あ
る
よ
う

で
す

。
母
親
自
身

が
も

っ
と
強
く

な
っ
て
ほ
し

い
と
願
わ
ず
に
は

い

ら
れ
ま
せ
ん

。
戦

後
、
女
と
靴
下

は

強
く
な

っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
か
、

ま

だ
弱

い
而

が
あ

る
よ
う
で
す
。

と
く

に
精
神
的
な
面
、
辛
抱
。
忍

耐
と
い
っ
た
面
で
、
我
欲
や
執
着

か
強
く
な

っ
た
分

、
ト
ラ
ブ
ル
も

起
き

や
す
く
な
り
ま
す

。

『
子
は
か
す

か
い
』
』］
女
は

弱

し
、
さ
れ
ど
母
親
は
強
し
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
親
の
子
に
対
す

る
思

い
は
、
今

も
昔
も
変
わ
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
子
の

幸
せ
を
願

い
、

杜
会
人
と
し
て
自
立
で
き

る
能

力

を
育
て
て
や
る
こ
と
か
親
の
願

い

で
あ
り
ま
す
。
経
済
的
な
自
立
だ

け
で
な
く
、
人
間
と
し
て
み
ん
な

か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
性

、

家
庭
や
地
城
、
職
場
の
中
で
精

神

的
に
た
く
ま
し
く
、
円
滴
な
つ
き
あ

い
が
で
き
る
こ
と
が
本
当

の
自
立

で
す
。
目
先
の
子
ど
も
の
幸
せ

や

甘
や
か
し
で
吐

会
性
や
人
間
性
を

不
毛
に
し
て
し
ま
わ
な

い
よ
う

に

基
本
的
な
「
し
っ
け
」
は
で
き
る

だ
け
幼

い
う
ち
に
、
三
才
児
ぐ

ら

い
ま
で
に
基
礎

づ
く
り
を
す
る
必

嬰
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
学
習

も

必
要
で
す
か
、
あ
ま
り
教
科
書
に

頼
り
す
ぎ
る
の
も
教
育
マ
マ
ゴ
ン

に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
個
性

、

特
性
は
ま
す
ま
す
多
様
に
な
り
ま

す
か
、
そ
れ
を
よ
く
確
か
め
、
子

の
個
性
に
応
匕

た
や
さ
し
さ
の
あ

る
対
応
を
す
る
こ
と
。
し
か
し

。

万
人

に
と
っ
て
、
な
ら

ぬ
こ
と
は

な
ら

ぬ
と

い
う
厳
し

さ
を
も
っ
て
、

く
よ
く
よ
し
な
い
で

自
信
を
も

っ

て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

今
年
も
「
子
育
て
教
室
」
か
六

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
あ
ま
り
教

科
斎
的
に
な
ら
ず

、
楽
し
み

な
が

ら
、
母
親
同

志
の
ふ
れ
あ
い
交
流

を
大
事
に
し
、
世
代
交
流
も
考
え

て
実
施
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま

す
。
ど
う
ぞ
多
く
の
方
が
受
講
さ

れ
ま
す
よ
う
靫
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

こ
の
保
険
は
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
活
動
、
奉
仕
活
動
、
指
導
活

動
等
を
行
う
五
名
以
上
の
ア

マ
チ

ュ
ア
の
団
体
や
グ
ル

ー
プ
（
社
会

教
育
団
体
）
を
対
象
と
し
。
加
入

者
の
皆
さ
ん
が
、
安

心
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
備

え
て
こ
の
保
険
に
加
入
し
、
安
心

し
て
活
動
に
専
念
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
は
い
つ
で

も
で
き
ま
す
か
、

早
め
に
申

し
込
み
を
さ
れ
た
方
か

よ

い
で
し
ょ
う
。

祥
し
く
は
、
公
民
館
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。



＠
国
見
町
絵
画
ク
ラ
ブ

会

員

募

集

・
会
長
　

高
橋
丑
藏

・
定
例
会
　

毎
月
第
一
、
一
こ
土
曜

午
後
一
時
半
よ
り

四
時
半
ま
で

※
定

例
会
の

ほ
か

、
展
覧
会
の

見

学
、
写
生
旅
行
な
ど
あ
り

・
会
費
　

月
額
　

千
円

・
内
容
　

油
彩
、
水
彩
、
水
墨
画

＠
国

見
ヨ
ー
ガ
ク
ラ

ブ
（
昼
の
部
）
　

会

員

募

集

・
会
長
　

亀
岡
ツ
ヤ

・
定
例
会
　

毎
週
木
曜
（
五
月
よ
り
）

午
前
九
時
～
十
一
時

・
会

費
　

月
額
　
千
円

・

定
員
　

二
十
名

※
申
し

込
み
は
、
公
民
館
の
加
藤

ま
で
・

募集藤田シルバーソフトボールクラブ

参　加　資　格：男性…･50歳以上

女性…･年齢を問いません
・練　習　口　時：毎週日曜日　午前５時から

・場　　　　 所：藤田小学校校庭
・会　　　　 費：年会費3. 円(保険料を含む)

・申　し　込　み：佐々木酋８５－2511

渡 辺酋85  ｰ  25
八 鳥8  5 ｰ 5 0

平成５年度　教　室　生・学　級　生　募　集

生涯学習で潤いのある人生を送りましょう

区 分 趣　　　　　　　　　 旨 内　　　　　　　　　　　　　　　　 容 対　　　 象 申 し 込 み

子

賈

で

教

宣

幼児期の家庭教育の重嬰性

を自覚し、その知識や技術

などを学習する。

Ｏ期　　 聞　平成５年６月～平成６年２月

○回数 一時間　年間16回

午前９時30分～11時30分

○学 習 内 容 幼児教育の基本と心構 え、し

つけ、幼児画、桧本や童話の

選び方、食事と健康など。

○お や つ 代 年閲1,0(X)円

１～３歳児を

持つ母親及び

祖父母

定員　20名

５月14 日 (金)

まで

女

性

数

宣

女性として心豊かで健康に

生きるため、教餐や趣味を

身につけたり健簟づくりに

努める。

○期　　 間　平成５年５月～平成６年２月

○回数・時間　年間14回

午前９時30分～11時30分

○学 習 内 容 女性の生涯学習．健康管理．

時事問題、趣昧、スポーツ、

グループ活動など。

〇運 営 費　年間1  . 网円

町内に居住す

る20歳～60歳

代の女性

４月28口(水)

まで

成

人

学

級

現代社会に対応できる知識

や技能などを学習し、心豊

かに生きがいのある生活を

送 れるようにする。

○期　　 間　平成５年５月～平成６年２月

○回数・時間　年間14回

午後 一 時 30分～３時30分

○学 習 内 容　一般教養、映画観賞、世代間

交流、町政、料理実習、健康

づくり、グループ活動など。

○連 営 費　年間1  .80円

町内に居住す

る70歳未満の

男女

４月28 日 (水)

まで

阿

津

賀

志

学

吸

高齢化社会に適応した生 き

方を自覚し、教肇や趣味を

高めて、心豊かで充実した

生活を送れるようにする。

Ｏ期　　 間　平成５年 ４月～平成６年２月

○回数・時間　年間51回

午前９時30分～11時30分

Ｏ学 習 内 容 一般教養、健康管理、町政、

草花栽培、交通安全、クルー

プ活動など。

○運 営 費　年間1  . 0円

町内に居住 す

る概ね65歳以

上の男女

随　　　 時

※詳しくは、お気軽に公民鉉におたずねください。



わ
だ
い

後
継
者
媒
酌
人
に

感
　
謝
　
状

後
継
者
結
婚
媒
酌
人
に
対
す
る

感
謝
状
の
贈
呈
式
は
て
月
二
十
四

日
、
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ

ま
し
た
．

こ
の
日
感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、

一
般
後
継
者
媒
酌
人
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
古
溝
忠
一
さ
ん
（
小
坂
字

前
三
二
）
ら
二
十
二

人
．
ま
た
．

農
業
後
継
者
媒
酌
人
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
菊
地
太
「
二
さ
ん
（
石
母
剛

字
国
見
山
ド
こ
の
二
ご

ら
九
人
で
。

そ

れ
ぞ
れ
険

継
者

に
対
し

、
花
嫁

花
婿
を

お
世

話
さ
れ
功
績
の
あ
っ

た
皆

さ
ん
で

す
。

町
で
は

。
豊
か
で
住
み
よ

い
活

力
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
の
担

い
手

確
保
と
し
て
、
ま

た
。
こ
れ
か
ら

の
町

づ
く
り

に
若

い
創
意
と
ｒ

夬

を
生
か
し
町
の
兇
展
を
目
指
す
た

め
に

「
国
見
町
後
継
者
対
策
協
議

会
」
を
組
織
し
、
媒
酌
人
報
償
企

制
度
を
設
け
、
後
継
者
不
足
の
解

消
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
カ

ー
ブ
ル
が
誕
生
し

ま
し
た
。

４後継者媒酌人感謝状贈呈式

平
舘
浩
さ
ん
に

銀
色
功
労
盾

μ

回
以
上
の

献
血
協
力
者

に
附

ら
れ
る
銀
色
功

労
盾
の

伝
達
式

は

三
月
十

五
日

、
役
場
町
長
室
で
行

わ

れ

．

、白

三

卜

七

回

む

献

血

に
協

力

し

た

平
舘

浩

さ

ん
（

’し

＝
藤

出

牢

南

六

九
ａ

の
功

績

を

た

た

え

ま

し

た
．

似
達

式

で

は

、

日

本
赤

十

字
社

が
献

血

．ふ‥‥
回

以
上

協

力
者

に

贈

る

銀

色

功

労

盾
を

冨

永

町

長

か

平
舘

き

ん

に

手
渡

し

．

「
尊

い
行

為

に

心

か

ら

感
謝

し

ま
す

．

今

後

ら
協

力
を

お
噸

い

し
ま

す
一

と

労

を

ね

ぎ

ら

い
ま

し

た
『

▲銀色功劣籘の伝達を受ける平館さん

お
年
寄
り
を
招
符
し

楽
し
い
一
日

小
坂
婦
人
会
（
仲
野
ナ

オ
会
長
）

主
催
の
「
小
坂
地
区
鳥
齢
膏
と
婦

人
の
つ
ど

い
」
は
二
月
Ｌ
日
。
小

坂
中
央
集

会
所
で
開
か
れ
。
お
年

寄
り
に
楽

し

い
ひ
と
と
き
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

小
坂
地
区
在
住
で

、
配
偶
者
を

亡

く
さ
れ
た
七
卜
五
歳

以
上
の

お

年
寄
り
四
十
人
が
招

待
を
受
け
ま

し
た
。

仲
野
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
冨
永

武
夫
町
長
、
仲
野
周
一
町

離
会
議

長
の
睨

辞
の
あ
と
、
婦

人
会
会
員

の
皆
さ
ん
が
作

っ
た
味

ご
は
ん
や

と
ん
汁
。
廿
酒
な

ど
を
味

わ
い
な

が
ら
。
日
本
舞
踊

や
民
謡

な
ど
を

楽
し

み
ま
し

た
、
招

待
を
受
け
た

皆
さ
ん
は
、
心
温
ま
る
料
理

や
出

し
物

に
大
喜

び
し
、
和

や
か
に
親

ぼ
く

を
図

り
ま
し
た
。

▲日本舞踊を楽しむお年寄りの皆さん

安
全
迎
転
を
呼
び
か
け
る

～
県
境
で
テ
ン
ト
村
作
戦
～

眷
の
全
国
文
通
安
全
巡
動
か
、

四
川
り
六
日
か
ら
亅

。立
日
ま
で
の
十

日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
交
通
対
策
協
議
会

（
会
艮

国
見
町
長
冨
永
武
夫
）
で
は
、
運

動
の
一
環
と
し
て
、
期
間
中
の
四

月
八
日
、
宮
城
県
と
の
県
境
国
道

に
お
い
て
、
交
通
安
全
テ
ン
ト
村

作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

デ
ッ
ド
村
作
戦
に
は
、
冨
永
武

夫
町
長
、
志
賀
正
達
桑
折
瞽
察
署

長
は
じ
め
、
桑
折
地
区
交
通
安
全

協
会
。
母
の
会
、
シ
ル
バ
ー
交
通

安
全
推
進
隊
な
ど
交
通
安
全
関
係

機
関
、
団
体
か
ら
四
十
一
人
が
参

卸
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
啓

発
チ
ラ
シ
、
ガ
ム
、
テ
ィ
ブ
ｙ

弋

ほ
の
会
手
作
り
の
お
守
り
を
手
渡

し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
附
、
安

全
運
転
の
励
行
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

▲冨永町長自らも安全運転を呼びかける

編
集
日
記
痲
棄
皿
記

○
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
。

出
会

い
と
別
れ
の
季

節
で

す
。
私

も
四
月
の
異
動
に
よ
り
、
広
報
編

集
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
前
任
者
同
様
よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。

○
入
学
式
初
日
か
ら
、
交
通
事
故

の
病
ま
し

い
二

Ｊ
－

ス
か
聞
こ

え

て
き
ま
す
。

ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆

さ
ん
、
黄
色

の
帽
子
、
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
を

見
か
け
た
ら
、
女
全

迦
転

を
お
噸

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

（
Ｓ

）

宛
行

‘
り″４

閥
見
町
妃
筋
課

福
島
県
伊
遠
郡
国
兒
町
人
幸
藤
Ⅲ
字

．ｒ

Ⅲ
．
．２
の
１

一
九

０
一
〇
．
．四
瓦
こ
ｊ
ａ

Ｉ

ニ

一
一

’
代
良
）
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